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学番７８ 新潟県立海洋高等学校平成２９年度シラバス（理科）

教科 科目 理科(生物基礎) 単位数 ２ 学年（コース） ２学年(全学科)（ ）

使用教科書 実教出版「高校生物基礎新訂版」(生基314)

副教材等 なし

１ 学習目標
１ 生物や生命現象の持つ多様性を踏まえつつ，それらに共通する生物学の基本的な概念や原理・法則を理解する。

２ 遺伝子・健康・環境など日常生活や社会に関わるテーマを通して，生物や生命現象に対しての興味・関心を高める。

３ 観察，実験を通して生物や生命現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解する。

４ 生物や生命現象の中から問題や課題を見出し，観察，実験などを通して探究する姿勢を身に付ける。

２ 指導の重点
１ 日々の授業に対して，真摯に取り組む姿勢を持たせる。

２ 生物の活動と自然界の役割を関連づけ，身近な環境に対して大局的なものの見方ができるようにする。

３ 生活や自然界に関係している基本的な科学的知識を習得させる。

３ 学習計画
月 単元名 教材 学習活動(指導内容) 時間 評価方法

４ 生物の特徴 生物の共通性と多 ・生物が共通に持つ特徴とその由来について理解する ４ 定期考査。

様性 ・細胞の構造を知ることにより 原核細胞と真核細胞 課題提出， ，

動物細胞と植物細胞の共通性と多様性を理解する。 実験レポート

・実験「細胞の観察」 授業の取り組み

５ 生物の特徴 細胞とエネルギー ・代謝とエネルギー代謝について理解する。 ５ 定期考査

・細胞の中でエネルギーの受け渡しにＡＴＰという物 課題提出

質が関わっていることを理解する。 実験レポート

・酵素のはたらきや性質について理解する。 授業の取り組み

・光合成と呼吸のしくみについて理解する。

・細胞内共生説について理解する。

・実験「酵素のはたらきと性質」

(中間考査) １

遺伝子とその働き 遺伝情報とＤＮＡ ・ヌクレオチドの構造やＤＮＡの二重らせん構造，塩 ３ 定期考査

基間の相補性について理解する。 課題提出

・ＤＮＡの塩基配列が遺伝情報であることを理解する 実験レポート。

・実験「ＤＮＡの抽出」 授業の取り組み

６ 遺伝子とその働き 遺伝情報の分配 ・体細胞分裂の過程について染色体の動きを追いなが ５ 定期考査

ら理解する。 課題提出

・細胞周期の間期にＤＮＡが複製され，分裂期にＤＮ 授業の取り組み

Ａが等しく分配され，その結果どの細胞でもＤＮＡの

量と質が均一になることを理解する。

７ 遺伝子とその働き 遺伝情報とタンパ ・タンパク質合成に際して，ＤＮＡの塩基配列がアミ ３ 定期考査

ク質の合成 ノ酸配列に置き換えられることを理解する。 課題提出

・すべての遺伝子が常に発現しているのではなく，個 授業の取り組み

体の部位に応じて発現している遺伝子が異なっている

ことを理解する。

(期末考査) １

９ 生物の体内環境と 体内環境 ・生物の体内環境とそれを維持することの意義を理解 ７ 定期考査

その維持 する。 課題提出

・血液の組成とはたらきについて理解する。 授業の取り組み

・肝臓のつくりとはたらきを理解し，肝臓が体内環境

の維持に果たす役割を理解する。

・腎臓のつくりとはたらきを理解し、腎臓が体内環境

の維持に果たす役割を理解する。

10 生物の体内環境と 体内環境の維持の ・神経系の種類と働きについて理解する ５ 定期考査

その維持 しくみ ・交感神経と副交感神経について、その働きかたの違 課題提出

いを理解する。 授業の取り組み

・ヒトの主な内分泌腺とホルモンについて理解する。

(中間考査) １

生物の体内環境と 体内環境の維持の ・ホルモン分泌がどのようなしくみで調節されている ２ 定期考査

その維持 しくみ か理解する。 課題提出
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・実際の調節は自律神経とホルモンが強調して働いて 授業の取り組み

。いることを血糖値や体温の調節を例にとって理解する

11 生物の体内環境と 免疫 ・病原体などの異物からの侵入を防ぐしくみや，それ ８ 定期考査

その維持 らを白血球やリンパ球のはたらきで排除するしくみが 課題提出

あることを知る。 授業の取り組み

・免疫には自然免疫と適応免疫があることを知る。

。・細胞性免疫と体液性免疫のしくみについて理解する

・免疫システムの応用例として予防接種について理解

する。

12 生物の体内環境と 免疫 ・免疫システムが過敏にはたらく例としてアレルギー ２ 定期考査

その維持 について理解する。 課題提出

・免疫異常の例としてエイズについて理解する。 授業の取り組み

(期末考査) １

１ 生物の多様性と生 植生と遷移 ・陸上のさまざまな植生について理解する。 ５ 定期考査

態系 ・森林生態系を例にとって，その植生が時間とともに 課題提出

どのように変化していくか，遷移の過程を理解する。 授業の取り組み

２ 生物の多様性と生 気候とバイオーム ・気温と降水量の違いによって，地球上では様々なバ ４ 定期考査

態系 イオームが成立していることを理解する。 課題提出

・日本のバイオームについて，標高に応じたバイオー 授業の取り組み

ムの変化についても理解する。

生物の多様性と生 生態系と物質循環 ・生態系の構成について理解する。 ３ 定期考査

態系 ・生態系内を物質が循環することについて理解する。 課題提出

・物質の循環に伴ってエネルギーが移動することを理 授業の取り組み

解する。

３ 生物の多様性と生 生態系のバランス ・生態系のバランスについて理解し，生態系を保全す ３ 定期考査

態系 と保全 ることが重要であることを認識する。 課題提出

・人為的に移入された生物が生態系にどのような影響 授業の取り組み

， 。を与えるかを 文献や資料を用いて具体的に考察する

(期末考査) １

計６４時間（55分授業）

４ 課題･提出物等
・単元の始めに予習プリントを課し、提出させます。

・ノート提出を行います。

・実験についてはレポートを提出させます。

５ 評価規準と評価方法
評価は次の４観点から行います。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

自然の事物・現象に関心や 自然の事物・現象の中に問 観察，実験を行い，基本操 自然の事物・現象につい

探究心を持ち，意欲的にそれ 題を見いだし，探究する過程 作を習得するとともに，それ て，基本的な概念や原理・法

らを探究しようとするととも を通して，事象を科学的に考 らの過程や結果を的確に記 則を理解し，知識を身につけ

に，科学的態度を身につけて 察し，導き出した考えを的確 録，整理し，自然の事物・現 ている。

いる。 に表現することができる。 象を科学的に探究する技能を ・学んだ内容が関連付けて整

・講義式，観察・実験式いず ・授業内容について科学的な 身につけている。 理され定着している。

れの授業においても集中力を 捉え方ができる。 ・器具の操作の意味をよく理 ・知識を用いて発展的な応用

保つことができる。 ・授業の成果をいかして社会 解し，実技のレベルが的確で ができる。

・授業で得た結果を基に発展 や生活との関連を考えること ある。

的な興味をもって自主的活動 ができる。 ・観察の記録という観点から

を行うことができる。 ・観察・実験結果に対する考 正しいスケッチを描くことが

察が充分であり，その内容を できる。

適切に伝達できる。

以上の観点を踏まえ，定期考査（年間５回 ，提出物（実験レポート，課題問題，ノート ，出席状況，授業中の様子な） ）

どから，総合的に判断します。

６担当者から一言
まず、なによりも生物・生命現象に関心を持ってください。生物基礎で学習するのはそのうちのほんの一部ですが、こ

れからの生活に役立つことも多いはずです。

(担当：二平哲也)


